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蓮
子　

女
性
消
防
団
員
採
用

の
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
激
務
と
な
る
消
防

幹
部
の
労
災
防
止
の
観
点
か

ら
健
康
診
断
書
等
の
提
出
を

義
務
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

女
性
消
防
団
員
の
採

用
に
つ
い
て
は
、
市
消
防
委

員
会
の
承
認
を
経
て
平
成
28

年
度
よ
り
活
動
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
。

　

健
康
診
断
書
等
の
提
出
に

つ
い
て
は
、
条
例
に
「
身
体

強
健
な
者
を
消
防
団
員
と
し

て
任
命
す
る
」
と
あ
り
、
日

頃
か
ら
十
分
注
意
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
、

現
在
の
と
こ
ろ
必
要
な
い
と

考
え
て
い
る
。

南九州議会だより　第30号　一般質問

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

市
長
／ 

国
の
指
針
に
よ
り

着
手
し
た
い

蓮
子　

空
き
家
の
状
態
に
よ

り
区
分
し
、
そ
の
利
活
用
に

対
処
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
状
態
に

応
じ
て
課
税
の
在
り
方
を
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。　

市
長　

空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
が
本
年
２
月
26
日
よ
り

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
調

査
等
が
可
能
に
な
っ
た
。
国

交
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
基

本
指
針
を
策
定
し
て
市
町
村

に
示
す
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
早
急
に
状
況
調
査
は
必

要
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
指
針
に
基
づ
い
て

具
体
的
な
取
り
組
み
に
着
手

し
た
い
。

女
性
消
防
団
員
採
用
の

考
え
は

市
長
／ 

消
防
委
員
会
の
承
認
を
得
て

取
り
組
む

消防団

蓮子　幹夫　議員

市民の声を　
　行政に問う

議会会議録はここで見れます
◎校区・地区公民館
◎市立図書館
◎ホームページ（南九州市）

一般質問
10人が登壇

女性消防団員（南さつま市）
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西　　次雄　議員

西　

南
九
州
市
内
に
は
多
く

の
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
が
あ

り
、
い
ず
れ
の
共
同
受
信
施

設
も
相
当
年
数
が
経
過
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
受
信
技
術
と
機
器

も
進
歩
し
て
お
り
、
更
新
に

は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
更
新
に
際
し
補
助

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

現
在
、
テ
レ
ビ
難
視

聴
地
域
解
消
事
業
補
助
金
は

新
設
の
事
業
に
助
成
制
度
を

設
け
て
い
る
。

　

更
新
に
つ
い
て
は
、
組
合

員
数
や
架
線
の
距
離
、
改
修

の
内
容
な
ど
施
設
ご
と
に
異

な
り
、
事
業
費
や
一
戸
当
た

り
の
経
費
も
異
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　

一
方
で
受
信
組
合
で
の
施

設
管
理
は
、
地
域
活
動
の
助

長
で
あ
り
組
合
を
存
続
す
る

た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

西　

難
視
聴
組
合
内
に
市
営

住
宅
は
何
地
域
あ
る
か
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
の
設
備

更
新
時
は
、
市
で
組
合
に
加

入
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

建
築
住
宅
課
長　

現
在
、
川

辺
地
域
の
本
門
と
向
江
町
の

２
地
域
を
把
握
し
て
い
る
。

市
長　

同
じ
市
営
住
宅
の
中

で
一
本
化
す
る
よ
う
、
市
で

対
応
を
協
議
し
た
い
。

テ
レ
ビ
難
視
聴

共同受信設備の更新
に補助する考えは

市長／支援が必要と考える

深
町　

文
部
科
学
省
は
公
立

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
関
す

る
手
引
き
案
を
公
表
し
た
。

存
続
さ
せ
る
場
合
は
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用

し
て
授
業
す
る
な
ど
の
対
策

も
示
し
た
と
あ
る
が
、
本
市

の
対
応
を
問
う
。

教
育
長　

小
学
校
は
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
あ

り
、
統
廃
合
に
よ
っ
て
今
ま

で
学
校
を
中
心
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
き
た
地
域
が
衰
退
す

る
と
の
声
も
聞
か
れ
る
こ
と

や
、
統
廃
合
に
つ
い
て
は
行

政
が
一
方
的
に
進
め
る
性
格

の
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

森
林
整
備
の
官
民
連
携

強
化
の
考
え
は

市
長
／ 

協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
計
画

深
町　

日
置
市
内
に
森
林
を

所
有
し
た
り
、
所
有
者
か
ら

受
託
し
た
り
す
る
６
機
関
が

連
携
し
て
森
林
整
備
を
進
め

る
た
め
、
協
定
を
締
結
し
た

と
南
日
本
新
聞
が
報
道
し

た
。
森
林
整
備
を
進
め
る
た

め
、
官
民
連
携
を
強
化
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

一
貫
作
業
の
シ
ス
テ

ム
を
普
及
す
る
た
め
、
鹿
児

島
県
、
市
町
村
、
森
林
組
合
、

林
業
事
業
体
、
住
民
代
表
を

構
成
員
と
し
た
、（
仮
称
）

再
造
林
推
進
連
絡
協
議
会
を

平
成
27
年
度
早
々
に
各
振
興

局
単
位
で
立
ち
上
げ
る
計
画

で
あ
る
。

小
中
学
校
統
廃
合
の

本
市
の
対
応
は

教
育
長
／
慎
重
に
対
応
し
て
い
く

統廃合

深町　幸子　議員

テレビ共同受信施設

「公立小学校・中学校の適正規模・
適正配置等に関する手引」

おもなポイント

◦「学校規模の適正化」として、小学校で 6学
級以下、中学校で 3学級以下の学校については、
速やかに統廃合の適否を検討する必要があると
したこと。

◦「学校の適正配置」として、スクールバスの
導入などで交通手段が確保できる場合は「おお
むね 1時間以内」を目安とするという基準を加
えたこと。
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竹迫　　毅　議員

竹
迫　

大
規
模
校
と
小
規
模

校
そ
れ
ぞ
れ
長
所
短
所
が
あ

り
、
小
学
校
は
地
域
の
核
と

な
っ
て
お
り
、
校
区
民
の
拠

り
所
で
も
あ
る
と
思
う
。
児

童
の
教
育
環
境
や
財
政
面
を

考
慮
す
る
と
、
再
編
が
必
要

と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

教
育
長　

小
学
校
は
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
避

難
所
で
も
あ
る
。
廃
校
で
地

域
が
衰
退
す
る
と
の
声
も
あ

り
、
地
域
か
ら
統
廃
合
の
要

望
が
上
が
っ
て
き
た
ら
、
保

護
者
や
地
域
住
民
の
理
解
や

協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
協
議

や
支
援
を
図
り
た
い
。

竹
迫　

児
童
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
。
学
校
は
子
ど
も
た

南九州議会だより　第30号　一般質問

松久保　正毅　議員

松
久
保　

合
併
し
て
７
年
が

過
ぎ
、
人
口
は
４
２
０
０
人

余
り
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
移
住
・
定
住
対

策
を
実
施
し
て
き
た
が
人
口

減
少
が
止
ま
ら
な
い
。
雇
用

の
確
保
や
魅
力
的
な
定
住
環

境
を
確
保
し
、
人
口
増
を
図

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

農
業
後
継
者
の
確

ち
の
学
ぶ
場
所
で
、
学
校
再

編
と
地
域
活
性
化
は
分
け
て

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
の
財
政
負
担
を
考
え

る
と
地
域
か
ら
の
要
望
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
教
育
委
員

会
が
再
編
の
方
針
を
出
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

保
、
企
業
誘
致
や
地
場
産
業

の
規
模
拡
大
に
よ
る
雇
用
の

創
出
、
住
宅
用
地
や
公
営
住

宅
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
住
宅
の
取
得
補
助
制
度

や
子
育
て
支
援
な
ど
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
通
じ
て

発
信
し
て
い
く
。

商
工
業
振
興
の
施
策
は

市
長
／ 

創
生
総
合
戦
略
を

策
定
し
取
り
組
む

松
久
保　

大
型
店
舗
の
進
出

に
よ
り
年
々
商
工
業
者
の
数

が
減
少
し
て
い
る
。
施
政
方

針
で
商
工
業
者
の
経
営
安
定

を
図
り
、
購
買
力
の
地
元
定

着
や
利
便
性
の
向
上
を
促
進

す
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
な

施
策
を
問
う
。

市
長　

商
工
会
に
交
付
す
る

商
工
振
興
事
業
補
助
金
や
制

度
資
金
の
利
子
補
給
補
助

金
、
商
店
街
共
同
施
設
事
業

補
助
金
や
空
き
店
舗
活
用
事

業
補
助
金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金

な
ど
に
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
に
伴
う

「
南
九
州
市
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
効
果
的
な
商
工

振
興
政
策
を
進
め
て
い
く
。

市
長　

お
と
な
の
エ
ゴ
で
な

く
子
ど
も
た
ち
が
第
一
、
小

中
一
貫
校
も
視
野
に
考
え
る

べ
き
時
に
き
て
い
る
と
思

う
。
人
口
推
計
等
に
よ
り
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
道
路
区
画
線

再
編
の
考
え
は

市
長
／ 
小
中
一
貫
校
も
視
野
に
考
え

る

小学校

人
口
対
策

人口増を図る考えは

市長／ 住宅取得補助や子育て支
援に取り組む

平成21～32年度までの児童生徒数推移（見込み）

区　　　分 Ｈ21 Ｈ23 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ30 Ｈ32

小　学　校　　 2,019 1,944 1,761 1,740 1,656 1,578

頴娃地域（7） 677 666 610 601 583 531

知覧地域（7） 617 596 530 535 480 459

川辺地域（7） 725 682 621 604 593 588

中　学　校　　 1,143 1,051 1,015 966 915 852

頴娃地域（3） 348 337 340 329 311 301

知覧中学校 379 312 316 298 281 264

川辺中学校 416 402 359 339 323 287

小・中学校　合計 3,162 2,995 2,776 2,706 2,571 2,430

第１児童館の子どもたち
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内園　知恵子　議員

内
園　

国
保
税
が
県
内
一
高

く
、
所
得
に
対
す
る
国
保
税

の
割
合
が
17
・
１
パ
ー
セ
ン

ト
と
高
額
で
生
計
を
維
持
す

る
の
が
厳
し
い
と
考
え
る
が

見
解
を
問
う
。

市
長　

所
得
割
・
資
産
割
・

均
等
割
・
平
等
割
の
４
方
式

で
負
担
し
て
い
た
だ
く
。
年

金
収
入
の
み
で
生
計
を
立
て

伊瀬知　正人  議員

伊
瀬
知　

合
併
当
初
、
組
織

拡
大
に
対
応
す
る
た
め
副
市

長
２
名
体
制
と
し
て
部
長
制

で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
副

市
長
１
名
と
な
り
業
務
が
執

行
さ
れ
て
き
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
課
長
制
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
各
部
長
処

理
の
案
件
が
す
べ
て
副
市
長

決
裁
と
な
り
負
担
が
増
大
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
市
民
に
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
横

の
連
携
を
密
に
し
て
、
活
気

の
あ
る
職
場
環
境
で
適
正
な

業
務
執
行
に
努
め
る
べ
き
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

て
い
る
単
身
者
は
、
所
得
割

は
賦
課
さ
れ
な
い
が
、
均
等

割
・
平
等
割
は
定
額
の
３
割

相
当
納
め
て
頂
く
。
生
計
が

厳
し
い
と
ま
で
は
言
わ
な
い

が
、
家
計
負
担
の
重
さ
は
、

他
の
被
保
険
者
に
比
べ
て
大

き
い
こ
と
な
ど
十
分
理
解
し

て
い
る
。

出
生
祝
い
金
等
の
増
額

の
考
え
は

市
長
／ 

創
生
総
合
戦
略
本

部
で
検
討

内
園　

日
本
創
生
会
議
が
発

表
し
た
消
滅
可
能
性
都
市
に

本
市
が
含
ま
れ
て
お
り
、
20

市
長　

こ
れ
ま
で
の
部
長
決

裁
権
限
を
副
市
長
へ
移
行
す

る
の
で
は
な
く
、
課
長
の
決

裁
と
す
る
よ
う
事
務
決
裁
規

程
の
見
直
し
を
行
う
。

歳
か
ら
39
歳
女
性
人
口
が
著

し
く
減
少
傾
向
に
あ
る
。
若

い
世
代
へ
の
結
婚
奨
励
金
制

度
創
設
や
子
ど
も
出
生
祝
金

な
ど
大
幅
増
額
の
考
え
は
。

市
長　

国
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
叶
え
る
政
策

を
掲
げ
て
お
り
、
本
市
も
こ

の
政
策
は
重
要
と
考
え
る
。

結
婚
や
子
育
て
支
援
施
策
に

つ
い
て
は
、
本
市
の
創
生
総

合
戦
略
本
部
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

市
政
の
重
要
な
案
件
に
つ

い
て
は
庁
議
で
決
定
を
行
っ

て
市
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
職
員
相
互
の
連
携

を
密
に
し
、
３
役
は
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
市
長
選
へ
の
立
候
補

課
制
移
行
に
よ
る

業
務
執
行
は

市
長
／ 

市
民
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い

よ
う
対
応
す
る

行政組織

国
保
税

税率が高いが
　　見解を問う
市長／ 家計負担の重さは十分理解

している

組織再編された商工観光課

（平成25年度鹿児島県国民健康保険事業状況より）

１人当たりの
医療費

１人当たりの
国保税調定額

南九州市 401,267円 96,159円

県内19市平均 388,202円 79,787円

県平均 377,808円 78,762円

※�１人当たりの国保税調定額96,159円は県内19市
の中で最も高い
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浜
田　
Ｊ
Ｒ
指
宿
枕
崎
線
一

部
廃
止
に
向
け
た
回
避
政
策

の
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長　

指
宿
枕
崎
線
は
、
通

勤
・
通
学
な
ど
の
日
常
生
活

を
支
え
る
交
通
機
関
で
あ

り
、
観
光
振
興
に
も
寄
与
し

て
い
る
貴
重
な
交
通
手
段
で

あ
る
。
本
市
と
し
て
も
、
沿

線
４
市
で
構
成
し
て
い
る
指

宿
枕
崎
線
輸
送
強
化
促
進
期

亀
甲　

南
薩
縦
貫
道
路
の
川

辺
ダ
ム
か
ら
鹿
児
島
市
側
の

整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

整
備
に
向
け
県
に
ど
の
よ
う

に
要
請
を
し
て
い
る
か
。

市
長　

川
辺
ダ
ム
か
ら
鹿
児

島
市
側
の
整
備
の
要
望
に
つ

い
て
は
谷
山
イ
ン
タ
ー
か
ら

川
辺
ダ
ム
イ
ン
タ
ー
区
間

を
、
調
査
区
間
・
整
備
区
間

に
格
上
げ
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
今

後
も
「
南
薩
地
区
総
合
開
発

期
成
会
」
や
「
南
薩
縦
貫
道

路
建
設
期
成
同
盟
会
」
と
一

体
と
な
っ
て
、
整
備
に
向
け

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
川
辺
ダ
ム
イ
ン

タ
ー
か
ら
は
県
道
19
号
を
錫

山
ま
で
使
い
、
県
道
22
号
を

突
き
き
っ
て
山
田
料
金
所
ま

で
つ
な
ぐ
道
路
と
し
た
方
が

よ
い
。
今
後
、
南
薩
縦
貫
道

路
の
協
議
会
で
提
案
し
た

い
。

亀
甲　

そ
う
で
あ
れ
ば
南
薩

縦
貫
道
路
建
設
期
成
同
盟
会

等
で
十
分
協
議
し
て
ほ
し

い
。
変
更
す
る
の
で
あ
れ
ば

住
民
に
示
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
河
川
維
持

○
勝
目
城
の
文
化
財
指
定

○
地
方
創
生

南
薩
縦
貫
道
路
の
整
備
は

市
長
／ 
南
薩
縦
貫
道
路
建
設
期
成
同
盟

会
等
と
一
体
と
な
っ
て
要
望

高規格道路

亀甲　俊博　議員

南九州議会だより　第30号　一般質問

成
会
、
県
鉄
道
整
備
促
進
協

議
会
及
び
地
域
団
体
な
ど
と

協
力
し
て
、
指
宿
枕
崎
線
の

存
続
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
内
３
高
校
の
存
続
に
対

す
る
取
り
組
み
を
問
う

教
育
長
／ 

各
高
校
の
活
性

化
対
策
協
議
会

へ
の
支
援
に
努

め
て
い
き
た
い

浜
田　

地
域
の
活
力
維
持
と

高
校
の
機
能
強
化
の
た
め
、

支
援
と
連
携
を
図
り
、
特
性

を
活
か
し
た
学
校
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
。
３
高
校
の

存
続
に
対
す
る
取
り
組
み
を

問
う
。

教
育
長　

少
子
化
や
価
値
観

の
多
様
化
等
が
進
む
中
で
、

各
学
校
そ
れ
ぞ
れ
定
員
確
保

面
で
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

存
続
や
振
興
・
活
性
化
の
た

め
の
支
援
が
急
務
と
な
っ
て

お
り
、
教
育
活
動
の
推
進
や

各
中
学
校
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
南
九
州
市

進
路
指
導
連
絡
協
議
会
を
起

点
と
し
た
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
、
各
高
校
の
活
性
化
対

策
協
議
会
へ
の
支
援
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
頴
娃
准
看
護
学
校
の
存
続

指
宿
枕
崎
線

一部廃止に向けた
回避政策を問う

市長／存続に取り組んでいく
浜田　茂久　議員

指宿枕崎線　大川駅

南薩縦貫道路（川辺ダム付近）
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蔵元　慎一　議員

蔵
元　

一
般
会
計
２
１
５
億�

７
０
０
万
円
は
対
前
年
度
比

2.9
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る

が
、
平
成
24
年
に
策
定
さ
れ

た
中
期
財
政
計
画
に
比
較
し

て
大
き
な
開
き
が
見
ら
れ
る

が
、
見
解
を
問
う
。

市
長　

中
期
財
政
計
画
の
想

定
予
算
２
０
７
億
９
３
０
０�

万
円
と
比
較
す
る
と
3.4
％
、

７
億
１
４
０
０
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
は

南
薩
地
区
衛
生
管
理
組
合
、

指
宿
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ

の
負
担
金
及
び
指
宿
南
九
州

消
防
組
合
へ
の
負
担
金
が
大

幅
に
伸
び
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら

普
通
交
付
税
の
漸
減
期
間
が

始
ま
り
、
歳
入
は
減
と
な
り

歳
出
増
に
合
わ
せ
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
大
幅
な
増
と
な
っ

た
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

歳
出
の
計
画
に
は
無
理
が
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
、
健
全
な
財

政
運
営
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○�

南
九
州
市
創
生
総
合
戦
略

本
部

当
初
予
算

中期財政計画との差異は

市長／ これまでのような歳出の計画には
無理がある

【中期財政計画と平成27年度当初予算の比較】
歳入（差異の大きい款別） （単位：100万円）

中期財政計画 Ｈ27当初予算 差額

地方交付税 8,405 7,867 ▲538

繰　入　金 1,095 2,062 967

歳出（差異の大きい性質別予算） （単位：100万円）

中期財政計画 Ｈ27当初予算 差額

人　件　費 3,969 4,195 226

扶　助　費 3,796 3,994 198

物　件　費 2,540 2,665 125

繰　出　金 2,466 2,619 153

中期財政計画　27年度想定額　207億9300万円に対し
27年度一般会計当初予算　　　215億 700万円（７億1400万円増）

次の議会は6月23日（火）開会予定
※手続き簡単　本館２階で住所・氏名を書くだけ

傍聴し
てみませんか

　６月定例会
６月15日　議会運営委員会
６月23日　�本会議（補正予算質疑・委員会

付託、一般質問）
６月24日　本会議（一般質問）
６月25日　本会議（一般質問）
６月26日　常任委員会（補正予算等審査）
７月３日　本会議（補正予算採決）

議会を


